
 

令和５年３月２２日１７時１２分頃、久山カントリー倶楽部内において、７１歳男性の方が意識を 

失い倒れ心肺停止状態となった事案が発生しました。同僚の松尾篤志さんが発見し１１９番通報及

び胸骨圧迫、そして施設内に設置されていた AED で電気ショックを１回実施されました。迅速かつ

効果的な救命活動により、救急隊が到着した時には呼吸及び心拍が再開しており、救急車内では

会話可能な状態まで回復され、病院での入院治療により経過良好にて退院されております。 

 松尾さんは普段から救命講習を受講されており、その時の経験と勇気が今回の結果に繋がった

のではないかと思います。その功績に対し、令和５年６月９日に中部消防署長から感謝状が贈られ

ました。 
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